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「中野区小中連携教育７年間のまとめ」について

小中連携教育については、本区の重点施策の一つとして、平成２５年度から、区内全て

の小・中学校において、７年間の計画に基づき、展開してきたところである。今年度は、

その計画における最終年度に当たる。

そこで、小中連携教育のこれまでの取組について、成果と課題を明らかにし、令和２年

度以降の「保幼小中連携教育」のあり方や方向性に資するものとするため「中野区小中連

携教育７年間のまとめ」を作成した。

なお、成果と課題（概要）等については、下記のとおりである。

記

１ これまでの小中連携教育の目標（ねらい） ＊平成２５年度設定

【目指す人間像】

中野区教育ビジョン（第２次）

中野区における小中連携教育のねらい

○小学校の児童に、中学校進学への安心感や、中学校への憧れの気持ちをもたせる。

○中学校の生徒に、中学生になった自覚をもたせたり、中学生としての自己有用感を高めさせたりす

る。

○小・中学校の教員が相互に指導に関わることにより、授業力を向上させるとともに、学びの連続性

のある教育課程を展開し、児童・生徒の学力向上、体力向上、心の教育の充実を図る。

○学校と家庭・地域が小中連携教育のねらいについて共通理解を図り、連携しながら学習規律及び学

習習慣の定着を図ることで、児童・生徒の学力向上、体力向上、心の教育の充実を図る。
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２ ７年間の成果と課題

小中連携教育のねらいのうち、小学校

児童に中学校進学に向けての安心感や憧

れの気持ちをもたせること、中学校生徒

に中学生になった自覚をもたせたり中学

生としての自己有用感を高めさせたりす

ることについては、小・中校長会から、

小学校・中学校共に成果があり、このこ

とが落ち着いた学校生活につながってい

るとのが報告がなされている。

これは保護者アンケートにおいても、

明らかであり、小・中学校共に上記内容

の項目の肯定的回答の割合は上昇している。上記の表のとおり、平成 25 年度では、「十

分」「まあ十分」と回答した保護者の割合は小学校 61.3％、中学校 70.3％であったが、

７年間の年次計画の終盤で小学校が約 5％、中学校は約 10％増の結果となった。小中連

携教育の取組については、一定程度成果があったと言える。

一方、小学校長会からは、接続学年の児童の意識は高いが、その他の学年の児童及び

その保護者の意識を高めることは難しいとの報告があり、課題である。

なお、３つ柱における７年間の成果と課題（概要）については、以下のとおりである。

取組 成果 課題

学力向上

・小中連携教育に取り組むことで、ど

の学校も落ち着いた教育環境の中、

学習することができている。

・「中野区学力にかかわる調査」の結

果では、平成３１年度は下がった

が、小中連携教育に取り組んだ７年

間を全体的に見ると上昇傾向であ

り、一定の成果が現われている。

・資料から考え、記述する設問では、

数年来、無回答率が多いなどの課題

が見られる。今後、児童・生徒に思

考力・表現力や、語彙力を身に付け

させる取組が必要である。

体力向上

・中学校の保健体育科教員による小

学校への乗り入れ指導が行われる

ことで、児童の運動に対する苦手意

識が払拭されてきた。

・「中野区体力にかかわる調査」の結

果では、全体的に上昇傾向が見られ

た。特に中学校では男女ともに向上

している。種目別では、「反復横跳

び」「50ｍ走」「持久走」で成果が見

られる。

・種目別では「握力」や「立ち幅跳び」

「ボール投げ」といった種目で課題

が見られる。また、小学校の低学年

で低い結果となっている。

小中連携教育に係る保護者アンケート結果
（％）

〔質問項目〕

小学校「学校は、オープンキャンパスや乗り入れ指導

等を通して、児童に進学への安心感や、中学

校への憧れの気持ちをもたせている。」

中学校「学校は、オープンキャンパスや乗り入れ指導等

を通して、生徒に中学生になった自覚をもたせ

たり、自己有用感を高めさせたりしている。」

年度

校種

平成

25 年度

平成

30 年度

小学校 61.3 ⇒ 66.2

中学校 70.3 ⇒ 80.9



３ 今後の保幼小中連携教育に向けて

○これまでの小中連携教育で推進してきた「オープンキャンパス」「乗り入れ指導」「小

中連携教育協議会」などの取組は一定の成果が見られた。今後も継続的に取り組むと

とともに適時、内容や方法の見直しと改善を図っていく。

○学びの連続性を見通した取組については、各中学校区において、生活規律や学習習慣

をはじめ、キャリア教育、情報モラル教育等の観点からも取り組んできたが、各教科

等の教育課程については、十分ではない状況である。今後は、教育課程、カリキュラ

ムにおいても連携を図り、児童・生徒の力を育んでいくことが求められる。

○小中連携教育における「学力向上」「体力向上」「心の教育」の３つの柱に「特別支援

教育」加え、一人ひとりの指導に重点を置き、異なる校種等の教職員が協働して、学

校間等の指導の共有や学びの連続性を目指した研究・実践を深めていく。

４ 今後の予定

３月 定例校長会 周知

心の教育

・オープンキャンパスなどの取組に

より、小学生は中学校生活を体験す

ることができ、進学に対する不安を

解消できたという感想が多く挙が

った。

・小中連携教育の様々な取組を通し

て、中学生が小学生に関わること

で、自己肯定感、自己有用感の高ま

りが見られた。

・小中学校ともに落ち着いた教育環

境となっているが、不登校の出現率

は増加傾向にあり、以前として課題

の１つとなっている。

・今後も自己肯定感や自己有用感を

高め、児童・生徒一人ひとりが様々

な場で自己実現できるようにして

いくことが求められる。








































































